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日
本
の
半
分
の
自
治
体
が
消
滅
す
る

２
０
４
０
（
平
成
52
）
年
ま
で
に
自
治

体
の
半
分
が
「
消
滅
」
す
る
―
―
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
５
月
、
有
識
者
ら
で

つ
く
る
民
間
研
究
機
関
「
日
本
創
成
会
議
」

（
座
長：

増
田
寛
也
元
総
務
相
）
の
人
口
減

少
問
題
検
討
分
科
会
が
推
計
し
た
も
の
で

す
。
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入

や
少
子
化
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
、
全
国
１，

８
０
０
市
区
町
村
の
う
ち
、
約
半
数
に
あ

た
る
８
９
６
の
市
町
村
が
「
将
来
的
に
は

消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
内
容
を
公

表
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
人
口
減
少
問
題
は
、
今
に
始

ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
に
お

い
て
は
、
20
年
以
上
も
前
か
ら
、
少
子
化

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
な
お
止
ま
ら
な
い
の
が
全
国
規
模

の
人
口
減
少
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
で
す
。

社
会
が
豊
か
に
な
り
、
高
度
化
す
る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
の
価
値
観
は
多
様

化
し
、
個
性
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族

の
あ
り
方
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
に
、
誇
れ
る
ま
ち
「
長
浜
」

を
引
き
継
ぎ
た
い
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

「
長
浜
」
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

も
一
緒
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

長
浜
市
の
人
口
推
移
と
将
来
予
測

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
、
５
月

１
日
現
在
12
万
１，
４
７
７
人
。
国
勢
調
査

で
は
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
を
ピ
ー
ク

に
年
々
減
少
し
て
お
り
、
45
年
後
の
２
０

６
０
（
平
成
72
）
年
に
は
、
８
万
５，

０

０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
ま

し
た
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

長浜からの挑戦
－人口減少問題を考える－

長浜からの挑戦
－人口減少問題を考える－

少
子
高
齢
化

本
市
の
人
口
動
態
の
特
徴
は
、
全
国
の

地
方
都
市
同
様
、
少
子
高
齢
化
で
す
。
年

少
人
口
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
は
低
下

す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
、
現

在
23
・
８
％
で
す
が
、
２
０
６
０
（
平
成

72
）
年
に
は
37
・
４
％
ま
で
上
昇
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
ど
う
し
て
減
る
の
？

人
口
が
減
る
の
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
自
然
減
で
す
。
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
よ
り
も
、
亡
く
な
る
人

が
多
い
と
「
自
然
減
」
と
な
り
ま
す
。
も

う
一
つ
は
社
会
減
で
す
。
仕
事
や
進
学
の

都
合
な
ど
社
会
的
な
活
動
に
よ
り
転
入
・

転
出
す
る
人
の
数
で
、
転
入
す
る
人
よ
り

も
、
転
出
す
る
人
が
多
い
と
「
社
会
減
」

と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
一
年
間
で
１，
１
１
０
人
が

減
少
し
て
い
ま
す
（
上
表
参
照)

人
の
流
れ

国
の
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
本

市
か
ら
は
、
東
京
・
大
阪
・
愛
知
と
い
っ

た
三
大
都
市
圏
へ
の
転
出
よ
り
も
、
米
原

市
や
彦
根
市
へ
の
転
出
が
上
回
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
県
南
部
へ
の
転
出
も
多
く

見
ら
れ
、
仕
事
そ
の
も
の
を
求
め
て
転
出

す
る
人
よ
り
も
、
通
勤
で
き
る
エ
リ
ア
で
、

よ
り
南
部
へ
居
住
地
を
求
め
て
い
る
人
が

多
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

人
口
が
減
る
と
ど
う
な
る
の
？

働
く
世
代
が
減
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
税
収
は
減
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
市

所
有
の
施
設
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
大
量
更

新
の
時
代
を
迎
え
ま
す
し
、
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
介
護
や
医
療
費
が
増
え
、
身

近
な
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
財

政
負
担
が
増
え
、
次
の
世
代
に
そ
の
負
担

が
大
き
く
か
か
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
長
浜
市
戦
略

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
構

造
的
な
課
題
解
決
に
は
長
期
間
を
要
し
ま

す
。
本
市
で
も
こ
れ
ま
で
か
ら
様
々
な
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

「
長
浜
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
（
案
）」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
皆

さ
ん
と
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
危

機
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
は
い
い
け
ど
、
将
来
は
不
安

私
は
、
夫
と
子
ど
も
の
３
人
暮
ら
し
で

す
。
双
方
の
親
と
は
同
居
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
共
働
き
を
し
て
い
る
の
で
、
毎
日
子

ど
も
の
送
り
迎
え
な
ど
で
助
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
は
、
市
内
に
住
む
私
の
両

親
が
元
気
で
い
て
く
れ
ま
す
の
で
、
世
話

に
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
両
親
が
病

気
に
な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

り
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
に
な
り

ま
す
。

子
ど
も
も
２
人
は
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
授
か
り
も
の
な

の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

仕
事
を
し
た
い
人
、
子
ど
も
を
生
み
育

て
た
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
が
叶
う
長

浜
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
も
難
し
く
な
る

長
浜
駅
前
の
第
１
〜
９
連
合
は
、
市
内

の
中
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

す
。
平
成
26
年
に
は
、
高
齢
化
率
が
30
％

を
超
え
ま
し
た
。
４，

２
０
０
あ
っ
た
世
帯

も
８
年
余
り
で
２
０
０
世
帯
が
無
く
な
り

ま
し
た
。

町
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
で

す
が
、
皆
が
一
様
に
少
子
高
齢
化
を
危
惧

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
が
全
て
で
す
。

担
い
手
が
い
な
い
た
め
、
自
治
会
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

空
き
地
・
空
き
家
が
増
え
て
治
安
も
悪
く

な
り
ま
す
。
伝
統
文
化
の
継
承
も
難
し
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
深
刻
な
問
題
で
す
。

私
た
ち
も
自
助
・
共
助
の
役
目
は
し
っ

か
り
果
た
し
ま
す
が
、
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
は
公
助
が
必
要
で
す
。

何
年
も
前
か
ら
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
突
き
当
た
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
、
な
ん
と
か
歯
止
め
を

か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長浜地区地域づくり協議会
会長　西川 英敏さん

近藤 愉美子さん
（下坂中町）
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年 度
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死 亡

自然増減

転 入

転 出

社会増減

全体増減

H24

1,054

1,243

-189

3,329

4,011

-682

-871

H25

1,097

1,353

-256

2,996

3,709

-713

-969

H26

1,036

1,317

-281

2,950

3,779

-829

-1,110

自然増減・社会増減の推移
（単位：人）
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長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)の概要
人口減少の克服と地方創生を確実に実現するため、総合戦略本部での検討、懇談会や関係団体との意見交換、市

民の提案を踏まえ、人口の現状分析と将来展望をまとめた「長浜市人口ビジョン（案）」と、「長浜市まち・ひと・

しごと創生総合戦略（案）」を下記概要のとおり、取りまとめました。

長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）
期　　間 平成27～31年度

基本視点 ①三大都市圏および滋賀県南部への人口流出の抑制

②若い世代の就労、結婚、「妊娠・出産・子育て」の希望実現

③地域の経営資源を生かした課題解決と地域活性化

基本目標 ①産業振興により「活力あるまち」を創造します

②地域資源を生かし「魅了するまち」を創造します

③子育て世代から「選ばれるまち」を創造します

④時代に合った都市をつくり、「安心で住み続けたいまち」を創造します

長浜市人口ビジョン（案）将来展望：2060年に人口規模10万人の維持および人口構造の若返り

業振興により「活力あるまち」を創造します

様々な角度から産業振興による新たな雇用を創出
し、市外からの新たな人の流れを生み出すことで、
「しごと」と「ひと」の好循環を作り出し、持続可
能な「まち」の活性化を図っていくものとし、総合
戦略では、「産業振興」を一つの大きな原動力とし
て、子どもや若者が明るい未来を描けるよう、持続
可能な希望に満ちあふれた「活力あるまち」を創造
します。
［講ずべき施策］
・地域資源を生かした産業振興と創業支援
・バイオ技術を活用した次世代成長産業の振興
・グローバル展開を目指す地元企業の育成

・企業誘致の促進や地元企業への持続的な経営支援
・足腰の強い「農林業」の再生と生産物の高付加価
値化
・観光産業の振興と交流人口の拡大
［重要業績評価指標（ＫＰＩ）］
女性の起業数
海外ビジネスマッチング件数　等

［数値目標］製造品出荷額等における付加価値額の比率

基準値(H25年度)

31.71%

目標値(H31年度)

33.0%

域資源を生かし「魅了するまち」を創造します

年間600万人以上が訪れる「観光商業都市」とし

ての強みを生かし、国内外から新たな人を呼び込み、

「まち」の賑わいを創出するとともに、併せて、本

市を訪れたいと思った人、あるいは既に訪れた人が、

市に対して好印象を抱くような「おもてなし」が行

き届いた魅力的な都市の実現を目指します。

総合戦略においては、数多くの地域資源を生かし、

本市への人の流れをつくり出すとともに、来訪者の

受入体制を整え、人々を「魅了すること」を通じて、

将来的な移住・定住につなげていきます。

［講ずべき施策］
・地域資源を生かした都市ブランド力の強化と観光
振興
・「移住・定住」と「Ｕ・Ｉ・Ｊターン」の促進
・地元大学等の機能強化
［重要業績評価指標（ＫＰＩ）］
宿泊者数、移住件数　等

［数値目標］本市への観光入込客数（年間）

基準値(H25-H26平均)

6,685,900人

目標値(H31年度)

7,000,000人

育て世代から「選ばれるまち」を創造します

総合戦略では、本市の「長浜市子ども子育て支

援・少子化対策推進本部」の取組と一体となり、若

者や子育て世代から選ばれるまちの実現に向け、

「若者・子育て世代が楽しめるまち」、「雇用の確保

と子育ての両立」、「安心して産める環境づくり」、

「教育環境の充実」、「住環境の充実」の５つの要素

を盛り込んだ様々な施策を有機的連携により展開し

ていくことで、子どもや子育て世代がともに希望に

あふれる未来を創造します。

［講ずべき施策］
・子ども子育て支援・少子化対策の推進
・多子世帯支援の強化
・安心・安全・快適な子育て環境の提供
［重要業績評価指標（ＫＰＩ）］
３人目以降を妊娠した人の数
新築家屋件数　等

［数値目標］本市の合計特殊出生率

基準値(H26年度)

1.6人

目標値(H31年度)

1.67人

代に合った都市をつくり、「安心で住み続けたいまち」を創造します

時代の潮流を読み、社会の変化にいち早く対応し

ながら、成熟した社会にあっても、時代に合った魅

力的な都市をつくり、住む人が安心で住み続けたい

と思えるまちを創造します。

また、柔軟な発想でもって、本市が抱える様々な

課題に対峙し、民間事業者等も含めた地域の経営資

源を最大限に生かし、持続可能で安心、安全な都市

経営を進めるとともに、明るい未来を切り開く次代

を見据えた近未来都市を創造します。

［講ずべき施策］
・地域の経営資源を生かした都市機能の強化
・既存ストック等の利活用や小さな拠点形成による
地域活性化
・次世代エネルギーの都市的利用の促進
［重要業績評価指標（ＫＰＩ）］
中心市街地の人口
多機能型地域共生拠点の数　等

［数値目標］本市の住民基本台帳人口

基準値(H26.10月)

121,965人

目標値(H31.10月)

119,600人

パブリックコメント実施中!!
「長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」および「長浜市人口ビジョン（案）」がまとま

りましたので、皆さんからの意見を募集します。

募集期限：６月12日（金）まで

提出方法：任意の様式に①住所②氏名③電話番号を明記し、直接または郵送（消印有効）、

FAX、メールのいずれかで下記まで。

提 出 先：〒526-8501 八幡東町632 総合政策課

7 65-6505 5 65-4006 sougou@city.nagahama.lg.jp

閲覧場所：総合政策課、市政情報コーナー（東館1階）、北部振興局、各支所、市ホームページ

Eメール 

子

時産

地
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●
国
民
健
康
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
を
軽
減
（
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
）
し
て
い
ま
す
。

軽
減
は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。
所
得

の
な
い
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
と
所

得
不
明
と
な
り
軽
減
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
所

得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
を
拡
充
し
ま
す

５
割
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

被
保
険
者
数
に
乗
じ
る
金
額
を
24
・
５
万
円
か
ら
26
万
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
金

額
を
拡
大
し
ま
す
。

２
割
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

被
保
険
者
数
に
乗
じ
る
金
額
を
45
万
円
か
ら
47
万
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
で
、
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額
を

拡
大
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て

中
低
所
得
者
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険
料
の

上
限
額
に
つ
い
て
、
医
療
分
を
51
万
円
か
ら
52
万
円
に
、
支

援
分
を
16
万
円
か
ら
17
万
円
に
、
介
護
分
を
14
万
円
か
ら
16

万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
非
自
発
的
失
業
者
は
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

リ
ス
ト
ラ
な
ど
会
社
都
合
で
離
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

に
記
載
さ
れ
た
離
職
理
由
が
「
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、

32
、
33
、
34
」
の
い
ず
れ
か
で
、
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満

の
人
は
、
届
出
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
10
回
で
す

国
民
健
康
保
険
料
は
、
年
度
単
位
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

で
計
算
し
、
１
年
間
の
保
険
料
を
６
月
〜
翌
年
３
月
の
10
回

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
人
は
、

公
的
年
金
か
ら
の
納
付
と
な
り
ま
す
。
納
付
方
法
は
６
月
中

旬
に
発
送
す
る
納
付
通
知
書
に
記
載
し
ま
す
。

●
納
付
通
知
書
は
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
ご
と
に
計
算
し
、
納
付
義
務
者

は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
計
算
対
象
と

な
る
の
は
国
保
加
入
者
の
み
で
す
。

●
平
成
27
年
度
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
さ
れ
る
世
帯
主
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

世
帯
主
が
75
歳
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

す
る
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は

中
止
し
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま

す
。

長
浜
市
国
保
の
現
状

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
の
増

加
は
、
保
険
料
の
引
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者

の
健
康
づ
く
り
支
援
や
特
定
健
診
の
受
診
促
進
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク(

後
発)

医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど
、
将
来
医
療
費
の
削

減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
険
料
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
！

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
発
生
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
付
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
未
納
が
続
く
と
、
有
効
期
限
が
短
い
（
６
か
月
）

被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
納
が

あ
る
と
限
度
額
適
用
認
定
証
※
の
交
付
や
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
と
は
、
入
院
時
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
分
が
高
額
療
養
費
の

限
度
額
ま
で
に
な
る
証
明
書
の
こ
と
で
す
。

年度別1人あたり医療費の推移 

H22 H23 H24 H25 H26見込み 

311,830円 

298,195円 
305,426円 

323,914円 

340,792円 

国
民
健
康
保
険
は
、
ケ
ガ
や
病
気
の
と

き
に
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
み
ん

な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療

技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
が

増
加
し
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
消
費
税
の

増
税
な
ど
に
よ
る
加
入
者
の
負
担
を
考
慮

し
、
保
険
料
率
を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
保
財
政
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
医
療
費
に
見
合
っ
た
保
険
料
収

入
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
据
え
置
い

て
き
た
保
険
料
率
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今

年
度
保
険
給
付
費
等
の
支
出
見
込
額
を
も

と
に
、
保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す
。
な
お
、

暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
国
保
財
政
調
整

基
金
（
国
保
の
預
金
）
の
一
部
を
取
り
崩

し
て
、
急
激
な
保
険
料
負
担
増
を
緩
和
し

ま
す
。
お
互
い
を
支
え
合
う
国
保
制
度
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
２
）

税
　
務
　
課
（
7
６
５
‐
６
５
０
８
）

国
民
健
康
保
険
の
料
率
を
改
定
し
ま
す

※１ 医療分 … 医療給付費（医療に係る費用の７割相当分）に充てるためのもので、被保険者
の皆さんに負担していただきます。

※２ 支援分 … 後期高齢者（75歳以上の人）の医療費の一部を支援するもので、被保険者の皆
さんに負担していただきます。

※３ 介護分 … 介護保険に要する費用に充てるためのもので、40歳以上64歳までの人（介護
保険の第２号被保険者）に負担していただきます。

平成27年度保険料率

所得割額

均等割額（１人あたり）

平等割額（１世帯あたり）

賦課限度額

（前年所得－33万円）×率

医療分※１

7.10％

25,500円

19,800円

520,000円

支援分※２

2.40％

8,300円

6,400円

170,000円

介護分※３

2.40％

10,900円

6,000円

160,000円

保険料率の決め方
その年の医療費などの総額を推計し、必要な保険料を国保

加入者に公平な負担割合で、所得割額・均等割額・平等割額

に振り分けて料率を決定します。

保険料額（年額）の参考例
①年金収入120万円以下（所得０円） 70歳代　１人世帯　※７割軽減

26年度保険料：16,320円

27年度保険料：18,000円　1,680円の増額

②給与収入約212万円（所得130万円）夫68歳、妻65歳の２人世帯　※軽減なし

26年度保険料：176,350円

27年度保険料：185,950円　9,600円の増額

③給与収入約440万円（所得300万円） 夫55歳、妻52歳の２人世帯　※軽減なし

26年度保険料：411,180円

27年度保険料：439,330円　28,150円の増額

１世帯あたりの保険料額
国保加入者の所得、加入者数に料率を掛け、平等割額を加算することにより世帯の保険

料額が決まります。

医療費総額 

病院などで 
支払う 
一部負担金 

病院などで 
支払う 
一部負担金 

『保険料』 

国や県 
からの 
支出金 
など 
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介護保険は、介護を必要とする高齢者や家族の負担を社会全体で支え、介護が必要になっても住み慣れた地域

で、できる限り自立した生活を送っていただくための制度です。

運営は市が主体となって行い、40歳以上の人が加入者として保険料を負担し、

介護を必要とする人がサービスを利用できる仕組みです。

納付方法
介護保険料の納付方法は下記のとおりです。年金の額によって変わり、納付

方法は選択できませんのでご注意ください。

介護保険料について
平成27年４月１日から介護保険料の見直しを行いました。
平成27～29年度の介護保険料基準額は、月額５,８２０円（年額６９,８４０円）です。

【介護保険料段階表】

納入通知書が届いたら・・・
介護保険料の納入通知書は６月中旬に発送します。

納入通知書には介護保険料の総額や１回当たりの納付

金額、納付期限のほか、普通徴収・特別徴収の区別な

どを記載していますのでご確認ください。

【普通徴収】
①口座振替の人

介護保険料を指定口座から引き落としますので、今

年度の介護保険料の総額と１回当たりの納付金額、引

き落とし口座を確認してください。

②納付書で納付する人

納付書を同封しますので、最寄りの金融機関やコン

ビニエンスストア、市役所・各支所の窓口で納付して

ください。また、納入通知書で今年度の介護保険料の

総額と１回当たりの納付金額、納付期限を確認してく

ださい。

【特別徴収】
介護保険料を年金から天引きしますので、今年度の

介護保険料の総額と１回当たりの納付金額を確認して

ください。

よくある質問
Ｑ：最近年金が支給開始となり、年額にして18万円以上をもらっていますが普通徴収で納めてい
ます。いつ特別徴収になるのですか。

Ａ：年金機構の手続きに時間がかかります。この手続きは自動的に行われ、年金支給開始から６～８か月後
に変更になります。
それまでの間は納付書で納めてください。また、口座振替の手続きを行うと納め忘れがなく便利です。
なお、特別徴収になる場合は、自動的に口座振替から変更になります。

65歳以上の人に介護保険料納入通知書を発送します
■問高齢福祉介護課(7６５－７７８９)、北部振興局福祉生活課・各支所

対　象　者

年金の年額が18万円(月額

１万５千円)未満
● ●

の人

年金の年額が18万円(月額

１万５千円)以上
● ●

の人

普　通　徴　収

特　別　徴　収

納　付　方　法

年金の定期払い(年６回)の際に、あらかじめ差し引

きます。

口座振替または介護保険料納入通知書に同封する納

付書で納付期限内に納めてください。

口座振替を希望する人は申込みが必要です。

高齢福祉介護課、北部振興局福祉生活課、各

支所または各金融機関にある「長浜市市税等

口座振替依頼書」に必要事項を記入のうえ提

出してください。

※口座の届け印が必要です。

生活保護受給者

老人福祉年金受給者

前年の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が80万円以下の人

前年の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が80万円超え120万

円以下の人

前年の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が120万円超えの人

前年の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が80万円以下の人

前年の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が80万円超えの人

120万円未満の人

120万円以上190万円未満の人

190万円以上290万円未満の人

290万円以上390万円未満の人

390万円以上490万円未満の人

490万円以上の人

同じ世帯の人が

全員市民税非課税

同じ世帯に市民税

課税者がいる

本人の前年合計

所得金額が

本人市民税

非課税

本人市民税

課税

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

段　階 対　象　者 年額保険料
基準額に
対する割合

３１,４２０円

４８,８８０円

５２,３８０円

６２,８５０円

６９,８４０円

８３,８００円

９０,７９０円

１０４,７６０円

１１８,７２０円

１３２,６９０円

１４６,６６０円

0.45

0.70

0.75

0.90

基準額

1.20

1.30

1.50

1.70

1.90

2.10

＊普通徴収の人の納入通知書には、年額を10回で割った金額を記載しています。

介護保険料の納め忘れにご注意ください
介護保険制度は、国や自治体の公費と、皆さんが納める保険料

でまかなわれています。
介護が必要となった時に、安心してサービスが利用できるよう、
介護保険料の納付について、ご理解とご協力をお願いします。

介護保険の財源構成 

国25%

滋賀県 
12.5%

長浜市12.5%

第２号被保険者 
保険料(40～64歳)  
28%

第１号被保険者 
保険料(65歳以上)  
22%
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市職員を募集します（平成28年４月１日採用予定）

次のいずれかに該当する人
ア　昭和63年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
イ　平成６年４月２日以降に生まれた人で、大学※を卒業した人または平成28年

３月31日までに大学※を卒業する見込みの人

次のいずれかに該当する人
ア　昭和55年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
イ　平成６年４月２日以降に生まれた人で、大学※を卒業した人または平成28年

３月31日までに大学※を卒業する見込みの人

次のいずれにも該当する人
ア　昭和55年４月２日以降に生まれた人
イ　大学※において建築の職に関する専門課程を修めて卒業した人または平成28

年３月31日までに卒業する見込みの人

次に該当する人
昭和63年４月２日以降に生まれた人で、保健師の免許を有する人（平成28年３

月31日までに取得する見込みの人を含む）

次のいずれにも該当する人
ア　昭和51年４月２日以降に生まれた人
イ　保育士の登録をした人（平成28年３月31日までに登録見込みの人を含む）
ウ　幼稚園教諭１種または２種の免許状を有する人（平成28年３月31日までに取

得する見込みの人を含む）

次のいずれにも該当する人
ア　昭和51年４月２日以降に生まれた人
イ　保育士の登録をした人
ウ　幼稚園教諭１種または２種の免許状を有する人
エ　保育士または幼稚園教諭（講師）として通算２年以上（平成27年５月31日現

在）の経験がある人（公私立不問・臨時職員としての雇用期間を含む）

一般事務職
（上級）

電気技術職
（上級）

土木技術職
（上級）

建築技術職
（上級）

保健師職
（上級）

保育士職・
幼稚園教諭職

保育士職・
幼稚園教諭職
（経験者）

職　種 受験資格採用予定人員

20人程度

２人程度

３人程度

２人程度

３人程度

12人程度

８人程度

■第１次試験日 ７月26日(日) ■申込受付期間 ６月１日(月)～26日(金)
■受験申込書の配布場所 市役所（本庁、北部振興局および支所）
※市ホームページからダウンロードすることもできます。
★受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「○○職受験申込
書請求」と朱書きし、返信用封筒［角型２号］(120円切手を貼付
して宛先・郵便番号明記)を同封して、右記まで送付してください。

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
１
回
日
曜
日
（
原
則
第
４

日
曜
日
）
に
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
ク
リ
ス
タ
ル
プ

ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
受
付
け
て

い
ま
す
。

◆
受
付
時
間
（
各
施
設
と
も
）

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事

（
例
え
ば
国
道
、
一
級
河
川
、
年
金
、
健
康

保
険
、
生
活
保
護
な
ど
）
に
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
お
持
ち
の
人
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。

○
苦
情
や
要
望
が
あ
っ
て
も
、
役
所
の
窓

口
で
は
直
接
言
い
に
く
い
、
ど
こ
に
申

し
出
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、

行
政
相
談
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

今
月
の
ゴ
ミ
の
持
込
み
は
６
月
28
日
（
日
）
で
す

■問
総
務
課
（
7
６
５
‐
６
５
０
３
）

ご
存
知
で
す
か
行
政
相
談
委
員

■問人事課（7６５‐６５０２）

湖北病院の職員を募集します（平成28年４月１日採用予定）
■問湖北病院管理課（7８２‐６１４３）

問合せ・申込先

長浜市職員選考委員会〈人事課内〉

〒526-8501 八幡東町632

■試験会場 長浜市立湖北病院
■試験日 第１回試験：８月29日(土) 第２回試験：９月26日(土)

第３回試験：10月24日(土) 第４回試験：11月28日(土)
■申込期限 第１回試験：８月21日(金) 第２回試験：９月18日(金)

第３回試験：10月16日(金) 第４回試験：11月20日(金)
★受験申込書は病院管理課で配付しています。病院ホームページからダウンロードすることもできます。郵送で
請求する場合は、封筒の表に「看護職受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒［角型２号］(120円切手を貼
付して宛先・郵便番号明記)を同封して、上記まで送付してください。

受験申込書配付・申込先
長浜市職員選考委員会
〈湖北病院事務局管理課内〉
〒529-0493 木之本町黒田1221

昭和50年４月２日以降に生まれ、保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）
による看護師免許または准看護師免許有資格者もしくは平成28年７月末日までに
同資格取得見込みの人で、市内または近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出し
に容易に応じられ、交替勤務のできる人

看護師
准看護師

職　種 受験資格採用予定人員

15人程度

相談は無料で、定例相談なども受付けています。
詳しくは各地域の相談委員まで問合せください。

地　域

長 浜 地 区

浅 井 地 区
び わ 地 区
虎 姫 地 区
湖 北 地 区
高 月 地 区
木之本地区
余 呉 地 区
西浅井地区

相談委員
小　林　喜八郎
三　浦　正　司
池　澤　修　也
中　村　嘉　男
@ 橋　和　雄
竹　本　久　隆
保　積　豊　年
林　　　伊和男
新　堂　正　春
粟　津　久　子

電話番号
６２－７８９３
６２－２４３６
７６－０３８６
７２－４３６３
７３－３５６３
７９－１３６３
８５－２７９６
８２－４７１１
８６－２００６
８９－００７５

■
狩
猟
免
許
試
験

《
試
験
日
程
》

（
年
３
回
、
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
）

【
時
　
間
】

○
第
１
次
試
験
（
知
識
・
適
性
）

10
時
〜
12
時

○
第
２
次
試
験
（
技
能
）

13
時
〜
16
時
30
分

【
会
　
場
】

滋
賀
県
立
大
学
（
彦
根
市
八
坂
町
）

【
試
験
の
種
類
】

網
、
わ
な
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟

■
狩
猟
免
許
更
新
講
習
・
適
性
検
査

【
日
時
・
会
場
】

①
７
月
１
日（
水
）
ふ
じ
の
き
ホ
ー
ル

（
高
島
市
安
曇
川
町
田
中
）

②
７
月
10
日（
金
）
高
月
公
民
館

（
高
月
町
渡
岸
寺
）

③
８
月
27
日（
木
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
地
福
寺
町
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
願
書
受
付
期
間
】

①
②
６
月
３
日（
水
）〜
17
日（
水
）

③
　
７
月
15
日（
水
）〜
29
日（
水
）

■
免
許
試
験
・
更
新
の
願
書
（
申
請
書
）
の

配
布
・
受
付
場
所

滋
賀
県
湖
北
森
林
整
備
事
務
所
（
平
方
町
）

※
受
付
は
平
日
の
み
（
９
時
〜
17
時
）

■問
滋
賀
県
自
然
環
境
保
全
課
（
7
０
７
７
‐
５
２
８
‐
３
４
８
３
）

滋
賀
県
狩
猟
免
許
試
験
・
更
新
案
内

狩
猟
免
許
の
予
備
講
習
会

■問
一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
猟
友
会

（
7
０
７
７
‐
５
２
５
‐
７
３
０
４
）

【
と
　
き
】

①
７
月
５
日（
日
）
②
８
月
30
日（
日
）

③
11
月
22
日（
日
）

す
べ
て
９
時
〜
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

滋
賀
県
林
業
会
館
（
大
津
市
に
お
の
浜
）

※
申
込
み
は
市
森
林
整
備
課
ま
で
。(

直

接
申
込
ん
だ
場
合
は
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん)

※狩猟免許新規取得者には、講習会参加料、試験手数料等を
対象とした補助制度を設けています。詳しくは、市森林整
備課鳥獣害対策室(7６５－６５２６)までお願いします。

狩猟免許試験日程

回

第１回

第２回

第３回

実施日

７月12日(日)

９月 ４日(金)

11月29日(日)

願書受付期間

６月３日(水)～ 17日(水)

７月15日(水)～ 29日(水)

10月28日(水)～11月11日(水)

※学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）をいいます。
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昨
年
の
犯
罪
認
知
件
数
は
、
９
８
４
件
と
前
年
に
比
べ
て

３
４
７
件
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
や
女
性
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
犯
罪
は
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を
地
域
で
見
守
る
制
度
「
子
ど
も
110
番
の

家
」
制
度
に
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
子
ど
も
110
番
の
家
と
は
】

子
ど
も
が
「
痴
漢
や
つ
き
ま
と
い
」
な
ど
、
何
ら
か
の
被

害
に
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
あ
い
そ
う
に
な
り
助
け
を
求
め

て
き
た
と
き
に
、
そ
の
子
ど
も
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
警

察
、
学
校
、
家
庭
な
ど
へ
連
絡
す
る
な
ど
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

登
録
者
の
自
宅
や
事
業

所
に
は
、
目
印
と
し
て
黄

色
の
コ
ー
ン
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
】

制
度
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
個
人
、
事
業
所
な
ど

【
活
動
内
容
】

子
ど
も
の
保
護
、
警
察
や
学
校
な
ど
へ
の
連
絡
・
通
報
、

日
常
に
ひ
そ
む
危
険
箇
所
の
報
告
な
ど

【
問
合
せ
】

お
住
ま
い
の
学
区
の
小
学
校
も
し
く
は
担
当
課
ま
で
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
の
緊
急
情
報
を
迅
速

に
伝
え
る
た
め
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
て
配

信
し
て
い
ま
す
。

登
録
は
簡
単
で

す
。
も
し
も
の
と

き
に
備
え
て
ぜ
ひ

登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

【
登
録
方
法
】

メ
ー
ル
配
信
を

希
望
す
る
人
は
、

希
望
す
る
情
報
に

応
じ
て
、
指
定
す

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
す
る
か
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
配
信
サ
ー

バ
ー
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
は
身
近
な
乗
り
物
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
運
行
を
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
生
活
を
便
利
で
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
、
路
線
バ
ス
お
よ
び
鉄
道
な
ど
の
地
域

の
交
通
手
段
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
ス
定
期
券
は
通
信
販
売
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

湖
国
バ
ス
㈱
で
は
、
定
期
券
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
通
信

販
売
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
・
通
院
に
は
小
判
手
形
、
余
呉
パ
ス
が
便
利
で
す

○
湖
国
バ
ス
㈱
「
小
判
手
形
」

65
歳
以
上
限
定
の
定
期
券
で
、
１
か
月
２
１
０
０
円
、
３

か
月
５
２
０
０
円
、
６
か
月
９
３
０
０
円
。
小
判
手
形
を
提

示
す
れ
ば
１
乗
車
１
０
０
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。

○
㈱
余
呉
バ
ス
「
余
呉
パ
ス
」

61
歳
以
上
限
定
の
定
期
券
で
、
１
か
月
２
０
０
０
円
、
３

か
月
５
０
０
０
円
、
６
か
月
９
０
０
０
円
。
余
呉
パ
ス
を
提

示
す
れ
ば
１
乗
車
２
０
０
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。

長
距
離
を
定
期
的
に
利
用
す
る
場
合
は
非
常
に
お
得
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
子
ど
も
110
番
の
家
』
制
度
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
に
登
録
を

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

■問
都
市
計
画
課(

7
６
５
‐
６
５
６
２)

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ

湖
国
バ
ス
㈱
　(

7
６
４
‐
１
２
２
４)

㈱
余
呉
バ
ス
　(

7
８
６
‐
８
０
６
６)

耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の

住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
、

完
成
し
て
い
る
も
の

②
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
用
に
な

っ
て
い
る
も
の

③
階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
３
０

０
㎡
以
下
の
も
の

④
木
造
軸
組
工
法
の
も
の
（
枠
組
壁
工
法
、

丸
太
組
工
法
等
で
な
い
も
の
）

【
対
象
者
】

対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
す
る
人

【
診
断
内
容
】

県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診
断
員
が
、

主
に
目
視
で
診
断
し
ま
す
。

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が

0.7
未
満
の
場
合
に
は
、
希
望
者
に
耐
震
改

修
の
概
算
費
用
の
算
出
を
行
い
ま
す
。

【
予
定
棟
数
】

20
棟
程
度
（
先
着
順
）

【
申
込
期
間
】

６
月
15
日
（
月
）
〜
９
月
30
日
（
水
）

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵

送
で
左
記
ま
で
。

（
添
付
書
類
）

・
付
近
見
取
図

・
建
築
物
の
建
築
時
期
・
延
べ
面
積
の
わ

か
る
書
類
（
確
認
通
知
書
・
固
定
資
産

税
課
税
証
明
書
・
建
物
の
登
記
簿
の
い

ず
れ
か
の
写
し
）

※
申
込
用
紙
は
開
発
建
築
指
導
課
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

（http://w
w
w
.city.nagaham

a.shiga.jp

）

提
出
先

開
発
建
築
指
導
課
〈
東
館
２
階
〉

〒
５
２
６-

８
５
０
１
八
幡
東
町
６
３
２

■問
開
発
建
築
指
導
課
（
7
６
５
‐
６
５
４
３
）

無
料
で
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
ま
す

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
に
対
し
、
そ
の
費
用
を
一
部
補
助
し
ま

す
。ま

た
、
耐
震
工
事
と
併
せ
て
行
う
地
震

避
難
時
の
一
助
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
費
も
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の
住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
0.7
未

満
と
さ
れ
た
も
の

②
市
が
行
う
「
無
料
耐
震
診
断
」（
上
記
参

照
）
の
対
象
と
な
る
も
の

【
対
象
者
】

対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人

①
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

②
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
市
の

他
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な

い
人

【
申
込
期
間
】（
事
業
予
算
内
で
先
着
順
）

６
月
15
日
（
月
）
〜
９
月
30
日
（
水
）

【
申
込
方
法
】

事
業
の
着
工
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
時
に
必
要
な
設
計
図
・
見
積
書

等
の
書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
を
受
け
る
に
は
、
滋
賀
県
講
習
会

修
了
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
設
計

者
・
施
工
者
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

■問
開
発
建
築
指
導
課
（
7
６
５
‐
６
５
４
３
）

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
等
工
事
に
補
助
し
ま
す

市
内
の
既
存
建
築
物
に
施
工
さ
れ
て
い

る
吹
き
付
け
建
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分

析
調
査
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

こ
れ
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
民
間

建
築
物
の
把
握
と
そ
の
除
去
を
促
進
し
、

市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

【
申
込
期
間
】
事
業
予
算
内
で
先
着
順

６
月
15
日
（
月
）
〜
11
月
13
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■問
開
発
建
築
指
導
課
（
7
６
５
‐
６
５
４
３
）

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
分
析
調
査
に
補
助
し
ま
す

メール名称

防犯情報

防災情報

クマ等出没情報
クマ等の目撃情報や捕獲情報

など

避難情報や土砂災害警報、災害

の発生情報、地震情報　など

振り込め詐欺や車上狙いなど

の犯罪発生状況、不審者情報

など

提供情報 登録先

nagaml.bouhan@mpme.jp

nagaml.bousai@mpme.jp

nagaml.kumaetc@mpme.jp
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（765-6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

５月３日(日・祝)
大空を翔る願いとこいのぼり　　
子どもたちの健やかな成長を願い開催された「高月こいのぼ

りまつり」。高時川堤防沿い約600mにわたり450匹のこいのぼ

りが揚げられたほか、東日本大震災の被災地復興への思いを込

めた全長50ｍのジャンボこいのぼりがクレーン車で吊り上げら

れると、観客から歓声が上がり、大空を元気よく泳ぎました。

また、会場では各種模擬店や60を超えるフリーマーケット、

今回初登場のロードトレインなどが訪れた人を楽しませました。

５月３日(日・祝)
スポーツに国境はなし　
市内在住の外国人が中心となり立ち上げたサークル

Nagahama International community（ＮＩＣ）が、初めて
「国際交流スポーツ大会」を企画し、神照小学校で開催しました。
ソフトバレーボールやドッジボール、大縄跳びなど7種目が用
意され、子どもから大人まで３か国約80人が参加。言葉の壁を
越え、皆でスポーツを楽しみながら交流を深めました。
NICでは今後も国籍を問わず一緒になって楽しめるイベント

を企画していくということです。

５月３日(日・祝)、４日(月・祝)
五穀豊穣と天下泰平を願う神仏一体の祭礼
起源を安土桃山時代に遡る日枝神社(宮司町)の春季祭礼。

祭礼では、神輿が御旅所と総持寺を往復する神輿巡行があり、

約60人の担ぎ手が町内を練り歩きました。神輿は、山王神輿と

呼ばれ、その重さは約1.5トン、天明５年(1785年)に完成したと

いわれています。神輿の先頭は、子どもたちが挟み箱、母衣武

者、稚児をつとめ、集まった観客らから声援を浴びていました。

５月４日(月・祝)
神輿が勇壮に練り歩く
北国街道の風情ある街並みに、威勢のよいかけ声。木之本町

木之本で今年も秋葉祭が行われました。130年ほど続くこの祭
は、江戸時代に２度の大火事が起こり、火伏の神様をまつる秋
葉山本宮(浜松市)から分霊を授かったことが始まりとされます。
祭りは意冨布良神社内で神事を行った後、140人ほどの男衆

が重さ２ｔの神輿を担ぎ、所々設けられた「宿」で休憩をはさ
みながら、地域の防火を祈願し町内を半日がかりで練り歩きま
した。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索
G
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団体名

活動場所

活動日時

活動PR

輝らりキッズは、昨年創立30周年を迎
えた伝統ある少年少女合唱団です。美し
い歌声は今に引き継いでいます。団員は
湖北地域の保幼小中から集まっています
が、みんな仲良く練習しています。
毎年12月には定期演奏会を開催し(今

年は12月6日)、滋賀県少年少女合唱祭、
長浜音楽祭、ゆかた祭りなどへの出演の
ほか、ご依頼があるとおこたえしていま
す。
昨年は、びわ湖ホールの「ラ・フォ

ル・ジュルネ」やオペラ「天国と地獄」
に出演させていただくことができ大きな
感動を味わいました。
歌の好きな子どもたち、私たちと一緒

に歌いませんか。お待ちしています。

このコーナーでは、市内で活動している団体・サークルを紹介します。
広報紙でＰＲして活動の輪を広げ、仲間を増やしてみませんか。掲載希
望は市民広報課まで（7６５－６５０４）。
※営利や宗教・政治・選挙を目的とするもの、限られた地区の住民が参
加する活動や団体などは掲載できません。

合唱団「輝
き

らりキッズ」
〈指導者〉野々垣惠信さん、福永早苗さん、

西川京子さん、上田直子さん
連絡先：福永さん(762－7458)

長浜公民館３階ホール

毎週土曜日　13時30分～15時30分

５月９日(土)、10日(日)
魅力たっぷり湖北路ウオーク
初夏の湖北路を歩く人気イベント「びわ湖長浜ツーデーマー

チ」が二日間にわたり開催されました。23回目を数える今回は

県内外から3,290人が参加。

美しい自然や街並み、歴史の名所や観音さまを巡るコースな

ど９コースが用意され、参加者らは自然を堪能しながら、それ

ぞれのペースでゴールをめざし、心地よい汗を流しました。

５月10日(日)
かつての大舞台で 戦乱の世に思いを馳せる
豊臣秀吉と柴田勝家が覇権を争ったことで知られる賤ヶ岳を

舞台に、31回目となる「賤ヶ岳まつり」が開催されました。

山頂ではガイドによる賤ヶ岳合戦史談会が、また麓ではステ

ージイベントや模擬店が催され、湖北地域を中心に活動する

「ピュアブラス」や木之本中学校吹奏楽部の演奏のほか、Can’

ce0浜姫やよさこいチーム「天舞賤ヶ岳」、お笑い芸人でつくる

「戦国戦隊六文ジャー」らが会場を沸かせました。

▲びわ湖ホール　ラ・フォル・ジュルネ出演の様子



17 広報ながはま　2015年６月 広報ながはま　2015年６月 16

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくは市ホームページまで。

市政の動き
(４月16日～５月15日)

会議名など 内　容

４月21日(火)
長浜市総合教育会議
担当課：総合政策課 (7６５－６５０５)

４月27日(月)
第５回長浜市空き家対策懇話会
担当課：建築住宅課(7６５－６５３３)

４月30日(木)
長浜市地域経営改革会議（平成27年度第１回）
担当課：行政経営改革課(7６５－６７０２)

未来を担う子ども達のために、これまで以上に市長と教育
委員会が連携・協力することを確認した後、これからの会
議の運営方針と長浜市の教育に関する大綱の策定につい
て、意見交換を行いました。

住宅に関する所有者や地域の意識改革、空家から新たなも
のを生み出すような取組、地縁ではない新たな結での維持
管理の仕組みづくりなどに関する意見が多く出されまし
た。これらの意見を踏まえた修正を行い、引き続き検討す
ることになりました。

行政改革アクションプラン（平成23～26年度）および公
共施設有効活用計画の取組実績、第３次行政改革大綱アク
ションプランについて、事務局より報告を受けました。
また、今年度の主な取組について、事務局より説明を受け、
内容を協議しました。

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
や
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
が
日
常
的
に
使

用
す
る
布
団
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

※
市
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
時
点
に
お
い
て
在
宅
生
活
し
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
６
月
１
日
（
月
）
〜
15
日
（
月
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
日
を
除
く
。

【
負
担
額
】
原
則
利
用
料
の
１
割

（
代
わ
り
の
布
団
を
希
望
す
る
場
合
９
０
０
円
、
希
望
し
な
い
場
合
７
０
０
円
）

■
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成
26
年
11
月
１
日
〜
平
成
27
年
４
月

30
日
の
間
に
３
か
月
以
上
在
宅
生
活
を

し
て
い
た
人

②
平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
、
次
の
い
ず

れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
し

ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
み
の
世
帯

ま
た
は
そ
の
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
と

同
居
し
て
い
る
人
す
べ
て
が
65
歳
以
上

の
世
帯
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自
由
、
視

覚
し
ょ
う
が
い
、
内
部
し
ょ
う
が
い
）

１
級
、
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２
級

③
所
得
税
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
の
人

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

【
申
請
窓
口
】

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
西
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

■
65
歳
以
上
の
高
齢
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成
26
年
11
月
１
日
〜
平
成
27
年
４
月

30
日
の
間
に
３
か
月
以
上
在
宅
生
活
を

し
て
い
た
人

②
平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
、
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
、

介
護
保
険
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

③
所
得
税
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
の
人

【
申
請
窓
口
】

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

①
ア
ル
コ
ー
ル
（
酒
害
）
相
談

専
門
の
医
師
や
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
対
　
　
象
】

ア
ル
コ
ー
ル
（
酒
）
に
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家
族

【
実
施
日
時
】

原
則
毎
月
第
４
火
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

②
ひ
き
こ
も
り
相
談

保
健
師
に
よ
る
事
前
面
接
後
、
必
要
に
応
じ
て
心
理
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
対
　
　
象
】

概
ね
15
歳
以
上
で
、
対
人
関
係
や
社
会
か
ら
ひ
き
こ
も
り

が
ち
な
状
態
で
悩
ん
で
い
る
本
人
、
家
族
お
よ
び
関
係
者

【
実
施
日
時
】

原
則
毎
月
第
２
金
曜
日

10
時
〜
15
時
30
分

③
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

【
対
　
　
象
】

概
ね
15
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
の
青
年
を
抱
え
る
家
族

【
実
施
日
時
】

原
則
偶
数
月
第
３
金
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

①
②
③
共
通

【
実
施
場
所
】
長
浜
保
健
所
（
平
方
町
）

【
申
込
み
】
電
話
で
左
記
ま
で
（
予
約
制
）

■問･申
長
浜
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
担
当

（
7
６
５
‐
６
６
１
０
）

毎月第２土曜日と第３木曜日は、市内に献血バスが定期配車されます。ご協力をお願いします。

①６月13日(土)西友長浜楽市駐車場　②６月18日(木)イオン長浜店駐車場
【受付時間】10時～12時、13時～15時30分(①②共通) ★400ｍL全血献血をお願いします。
※献血には年齢・体重等基準があります。詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。
(http://shiga.bc.jrc.or.jp/)

６月の長浜市民献血デーにご協力ください

■問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
８
）
高
齢
福
祉
介
護
課
（
7
６
５
‐
７
７
８
９
）

布
団
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

長
浜
保
健
所
相
談
事
業

の
ご
案
内

■問健康推進課
（7６５－７７７９）

【
対
象
者
】
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
、
か
つ
受
診
日
時
点

で
75
歳
未
満
の
人

②
市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
人

③
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

④
今
年
度
の
０
次
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
人

【
対
象
受
診
機
関
】

長
浜
病
院
、
湖
北
病
院
、
長
浜
赤
十
字
病
院
、
彦
根

中
央
病
院
、
友
仁
山
崎
病
院
、
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ひ

こ
ね
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
助
成
内
容
】

人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
・
１
泊
・
脳
ド
ッ
ク
）、
同
時

に
実
施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

【
助
成
額
】

受
診
費
用
の
１
／
２
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

上
限
　
２
０，
０
０
０
円

※
宿
泊
を
伴
う
場
合
は
、
上
限
２
５，
０
０
０
円

【
申
請
方
法
】

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
に
な
り
、
左

記
窓
口
ま
で
。

※
必
ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
後
の
申

請
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

【
受
付
期
間
】

６
月
30
日
（
火
）
ま
で

※
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、
北
び
わ
こ
農
協
の
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク

健
診
に
つ
い
て
は
７
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
　
時
】
６
月
21
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

【
場
　
所
】
長
浜
文
化
芸
術
会
館
（
大
島
町
）

【
対
　
象
】
市
内
在
住
で
平
成
26
年
度
３
歳
８
か
月
児
歯

科
健
診
を
受
診
し
た
、
歯
並
び
が
良
く
、
む

し
歯
の
な
い
幼
児
と
保
護
者

【
定
　
員
】
25
組
（
先
着
順
）

【
内
　
容
】
歯
科
医
師
が
審
査
を
行
い
、
優
秀
者
を
選
出

し
市
長
表
彰
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

人
間
ド
ッ
ク
助
成

申
請
は
６
月
30
日(

火)

ま
で

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５-

６
５
１
２
）

親
子
で
い
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

■問
健
康
推
進
課
（
7
６
５-

７
７
５
１
）

バーデあざい(健康パークあざい)
65歳以上無料ご招待

【期　間】６月１日(月)～29日(月)
毎週火曜日定休

【対　象】市内在住の65歳以上の人
（昭和25年６月30日以前に生まれた人）

※「バーデあざい」の受付で

生年月日が確認できるもの

（運転免許証または保険証）

を提示してください。

※無料招待は１人１回です。

■問バーデあざい

(7７６－１１２６)

至木之本 

琵琶湖 

至関ヶ原 

至米原 

草野川 

姉川 

小谷城趾 
浅井文化 
スポーツ公園 

バーデあざい 

長浜I.C.

長浜市役所浅井支所 

長
浜
駅 

国 道 ３ ６ ５ 号 線 

国 道 ８ 号 線

国 道 ８ 号 線 

国 道 ８ 号 線 

【
申
請
窓
口
】
保
険
医
療
課
（
東
館
１
階
）

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

各
支
所
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市長 
コラム　 
市長 
コラム　 5959今

日
も
元
気
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
認
知
症
の
リ

ス
ク
軽
減
に
は
、
身
体
を
動
か
す
こ
と

が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
気
軽
に
で
き
る

の
で
お
勧
め
で
す
。

何
を
隠
そ
う
私
も
ウ
ォ
ー
カ
ー
で
す
。

毎
朝
６
時
に
起
き
、
豊
公
園
を
中
心
に

40
分
ほ
ど
歩
い
て
い
ま
す
。
気
候
が
良

く
な
っ
た
こ
の
時
期
、
う
っ
す
ら
と
汗

を
か
く
く
ら
い
で
す
が
、
清
々
し
く
、

と
て
も
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
、
自
然

の
中
を
歩
く
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消

や
気
分
転
換
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
お
陰
か
65
歳
を
迎
え
た
今
で

も
、
風
邪
を
引
く
こ
と
も
な
く
、
精
力

的
に
公
務
に
つ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。豊

公
園
を
歩
い
て
い
る
と
、
毎
朝
、

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
北
近
江
・
絆
乃
会
の
皆
さ
ん
に
お

会
い
し
ま
す
。
長
浜
の
玄
関
口
・
豊
公

園
の
清
掃
や
、
び
わ
湖
の
藻
あ
げ
な
ど
、

「
長
浜
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
気
持
ち
よ
く

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
で
続
け

ら
れ
て
い
る
活
動
に
頭
が
さ
が
り
ま
す
。

さ
て
、
先
月
、
第
23
回
び
わ
湖
長
浜

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
、
３，
３
０
０
人
の
参
加
者
が

豊
公
園
に
集
合
。
美
し
い
び
わ
湖
の
自

然
や
歴
史
と
文
化
を
存
分
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で

も
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

ガ
イ
ド
で
付
き
添
っ
た
り
、
味
噌
汁
を

振
る
舞
っ
た
り
と
、
お
も
て
な
し
の
心

を
発
揮
。
皆
さ
ん
の
活
動
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
も
９
月
か
ら
健
康
ウ

ォ
ー
ク
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
も
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
歩

く
こ
と
は
最
高
の
健
康
と
幸
せ
で
す
。

さ
あ
、
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
！

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲びわ湖長浜ツーデーマーチ

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

歯
周
病（
歯
槽
膿
漏
）に
つ
い
て

〜
歯
科
医
院
へ
の

定
期
受
診
の
勧
め
〜

前
回
、
歯
科
医
院
に
行
か
れ
た
の

は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。
詰
め
物
が
取

れ
た
り
、
入
れ
歯
の
具
合
が
悪
く
な

っ
た
り
、
歯
が
痛
く
な
っ
た
り
、
何

か
が
な
い
と
歯
科
医
院
へ
行
か
な
い

と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
、
気
づ
か
な
い
う

ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
歯
周
病
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
歯
周
病
は
、
口

の
中
に
い
る
お
よ
そ
３
０
０
〜
５
０

０
種
類
住
ん
で
い
る
細
菌
の
感
染
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
炎
症
性
疾

患
で
す
。
歯
と
歯
肉
の
境
目
の
清
掃

が
し
っ
か
り
で
き
て
い
な
い
と
、
そ

こ
に
多
く
の
細
菌
が
集
ま
っ
て
（
歯

垢
の
蓄
積
）、
進
行
す
る
と
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
歯
と
歯
肉
の
境

目
が
深
く
な
り
、
歯
を
支
え
る
土
台

と
な
る
骨
（
歯
槽
骨
）
が
溶
け
て
歯

が
動
く
よ
う
に
な
り
、
最
後
は
抜
歯

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
は

取
り
除
か
な
け
れ
ば
硬
く
な
り
、
歯

石
と
言
わ
れ
る
物
質
に
変
化
し
、
歯

の
表
面
に
強
固
に
付
着
し
ま
す
。
こ

の
歯
石
の
中
や
周
り
に
更
に
細
菌
が

入
り
込
み
、
歯
周
病
を
進
行
さ
せ
る

毒
素
を
出
し
続
け
ま
す
。
こ
れ
は
残

念
な
が
ら
歯
磨
き
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）

だ
け
で
は
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

ず
、
歯
科
医
院
の
専
門
の
道
具
で
な

い
と
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
歯
周
病
の
恐
ろ
し
い
点
は
、
痛

み
や
腫
れ
の
症
状
が
出
て
く
る
の
は

末
期
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
こ
の
病
気
の
最
大
の
特

徴
で
、
ま
た
一
番
恐
い
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
で
は
歯
周
病
は
、
予
防
で
き
治

療
も
可
能
で
す
。

最
近
、
歯
科
医
院
に
行
っ
て
な
い

と
い
う
人
は
、
一
度
歯
周
病
の
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■問
市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８-

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院
歯科口腔外科

副医長　藤田 将広　

市立病院通信 -II-

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
し
て
い
る
人
に
は
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。添

付
書
類
に
つ
い
て
は
、
郵
送
す
る
書
面
を
確
認
く
だ
さ

い
。

【
提
出
期
限
】

６
月
30
日
（
火
）

【
提
出
先
と
受
付
時
間
】

○
市
役
所
本
庁
舎
１
階
　
多
目
的
ル
ー
ム
４

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

・
期
間
中
の
毎
週
木
曜
日
は
19
時
ま
で
延
長

（
６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日
）

・
６
月
21
日
（
日
）
は
日
曜
窓
口
を
開
設

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
お
よ
び
各
支
所

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
臨
時
特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
給
付
し
ま
す
。

【
対
象
お
よ
び
金
額
】

○
支
給
対
象
者

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
特
例
給
付
受
給
者
（
児
童
手
当
の
所
得
制
限

額
以
上
の
人
で
、
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５，

０
０
０
円

を
受
給
し
て
い
る
人
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
児
童

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
対
象

と
な
る
児
童

○
支
給
金
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３，

０
０
０
円

【
申
請
手
続
】

○
申
請
書
は
、
児
童
手
当
の
現
況
届
と
一
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
況
届
様
式
の
右
上
の
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
申
請
書
」
欄
に
署
名
も
し
く
は
記
名
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
原
則
と
し
て
児
童
手
当

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。（
児
童
手
当
と
は
時
期
を
分

け
て
振
り
込
む
予
定
で
す
）

○
公
務
員
の
人
は
、
基
準
日
と
な
る
平
成
27
年
５
月
31
日
時

点
で
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
を
新
規
取
得
し
た
子
育
て
世
帯
・
新
婚
世
帯
を
対
象

に
、
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
額
相
当
分
を
助
成
し

ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
助
成
対
象
住
宅
を
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
人
で
、
申
請
す
る
前
年
の
固
定
資
産
税

を
完
納
し
て
い
る
人

○
子
育
て
世
帯
‥
申
請
時
に
お
い
て
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も

を
扶
養
し
、
同
居
し
て
い
る
人

○
新
婚
世
帯
‥
申
請
時
に
お
い
て
結
婚
後
１
年
以
内
で
、
夫

婦
と
も
に
満
45
歳
未
満
で
あ
る
人

【
助
成
対
象
住
宅
】

平
成
26
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
の
間
に
業
者

等
か
ら
引
渡
し
を
受
け
た
新
築
住
宅
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
以
降
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
た
住
宅

【
助
成
期
間
】

新
築
し
た
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適

用
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
３
年
間

制
度
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
月
で
す
。

■問
子
育
て
支
援
課
（
7
６
５
‐
６
５
５
４
）

■問
子
育
て
支
援
課
（
7
６
５
‐
６
５
５
４
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

受
付
を
行
い
ま
す

■問
建
築
住
宅
課(

7
６
５
‐
６
５
３
３)

子
育
て
・
新
婚
世
帯
限
定

新
築
住
宅
取
得
に
助
成
し
ま
す
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皆さん、こんにちは！
６月になるとブラジルの伝統的な祭りを思い出し

ます。その祭りはフェスタ・ジュニーナ（六月祭り）
です。ブラジルの５割以上はキリスト教徒であるた
め、キリスト教の聖人、聖ヨハネ（聖ジョアン）を
中心に、人気のある聖アントニオと聖ペドロを合わ
せて、６月の祭りとして聖人の日を祝います。
フェスタ･ジュニーナはブラジルの農村文化の風習

を集約させたもので、会場は色つきの小旗や紙風船
で飾られ、屋外では大きな焚き火をする場合もあり
ます。フェスタの服装はカイピーラという田舎風の
スタイルが定番です。クアドリーリャというフォー
クダンスを踊り、途中で、仮装したカップルが結婚

式の寸劇を行います。
この祭りの料理はトウモロコシで作られたケーキや

プリン、焼いたり茹でたトウモロコシ、パモーニャと
いうトウモロコシ粉を蒸かしたもののほか、落花生料
理やサツマイモ料理など素朴な伝統料理が並びます。
飲み物はケンタウン（しょうがを加えたホットワイン）
とヴィニョ・ケンチ（みじん切りのりんごを加えたホ
ットワイン）で、温まる
食べ物や飲み物が振舞わ
れます。
夏のカーニバルと並ん

でブラジル全土で盛大に
盛り上がる冬の風物詩と
いえるお祭りです。

長浜市国際交流員

ソランジェ

『ブラジルの冬の風物詩「フェスタ・ジュニーナ」』

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

☆ワンポイントポルトガル語講座☆

Santo
サ ン ト

→ 聖人　「san」を強く発音

夏まつり行事等を募金で応援しよう
■問長浜ふるさとまつり市民の会事務局（7６５－６５２１）

●長浜ふるさとまつり市民の会とは…
７月～10月に、市内各地で行われる夏祭りな

どのイベントを全市をあげて盛りあげＰＲして
いこうと、市連合自治会、各観光協会、商工会
議所、各商工会等で結成された市民団体です。

長浜ふるさとまつり市民の会（会長：籾山一芳市連合自治会長）では、市内各地で行われている市民主体の夏
まつり等を応援するため、自治会を通じて募金の協力をお願いしています。寄せられた募金は、各イベントの開
催費の一部に活用します。皆さんのご協力をよろしくお願いします。

「地域おこし協力隊」隊員募集しています
■問北部振興局地域振興課（7８２－５９００）

人口減少や高齢化等が著しく進行する市内北部地域を活性化するため、都市から本市へ移り住み、地域おこし
活動を実施する人材を募集しています。詳しくは担当課もしくは市ホームページで。
【募集内容・人数】・余呉湖周辺の地域資源や既存施設を利用した地域おこし活動　１人

・廃校や既存施設を利用した芸術による地域おこし活動　　　　１人
・自伐型林業の実践と普及に取り組む活動　　　　　　　　　　３人

【締切り】６月12日（金）

▲

昨
年
の
長
浜
・
北
び
わ

湖
大
花
火
大
会
の
様
子

《対象のまつり》
７月18日(土) 長浜ゆかたまつり　(長浜地域)
日程調整中　 夕涼み横丁　(木之本地域)
７月20日(月・祝) 水とロマンの祭典　(湖北地域)
７月26日(日) 水の駅夏まつり　(西浅井地域)
７月31日(金)     かわそサマーフェスティバル　(余呉地域)
８月２日(日)     観音の里たかつきふるさとまつり　(高月地域)
８月５日(水)          長浜・北びわ湖大花火大会　(長浜地域)
８月22日(土)～25日(火) ふるさと夏まつり　(木之本地域)
８月25日(火)         長浜・木之本大花火大会　(木之本地域)
９月５日(土)          長浜・あざいあっぱれ祭り2015 (浅井地域)
９月26日(土)         長浜ロードトレイン祭inＢＩＷＡ　(びわ地域)
10月４日(日)         小谷城戦国まつり　(湖北地域)
10月12日(月・祝) 大道芸フェスタin虎御前　(虎姫地域)

▲

募
集
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▲フェスタ・ジュニーナの飾り

避難支援・見守り支えあい制度 ～地域で支える避難支援と日ごろの見守り～
■問高齢福祉介護課(7６５-７７８９)、社会福祉課(7６５-６５３６)

「いつも」のつきあいが「もしも」に生きる！
阪神淡路大震災以降多発する大きな災害や東日本大震災による被害の状況を目の当たりにして、誰もが地域住

民同士のつながりや、絆づくりの大切さを再確認したところです。

特にお年寄りや体の不自由な人の避難支援や安全確保にあたって、身近な人が声をかけ合い、協力して行動す

る「支えあいの体制」があることは、大変重要です。

市では「避難支援・見守り支えあい制度」により、身近な自治会組織が主体となった体制づくりを支援してい

ます。この制度は、ひとり暮らしの高齢者やしょうがいのある人などからの申出を受け、自治会や防災組織、民

生委員・児童委員の皆さんによる支援体制をつくるとともに、社会福祉協議会・市が必要な情報を共有するもの

です。

制度への登録のご案内
登録はいつでも受付けています。自治会長や民生委

員・児童委員、市（高齢福祉介護課）、社会福祉協議

会（地域福祉課）などにご相談ください。

申請にあたっては、「申請書」と「個人情報の取扱

に係る同意書」を次の窓口まで提出してください。記

入用紙は各窓口に置いています。また希望者には、申

請書・同意書を郵送しますので、高齢福祉介護課まで

ご連絡ください。

【提出先】高齢福祉介護課、しょうがい福祉課、北部
振興局福祉生活課、各支所、社会福祉協議

会（各支所含む）

◎登録の対象となる人は？
ひとり暮らしの高齢者や重いしょうがいのある人な

ど、日常生活に手助けが必要な人や、避難をする際に

支援が必要な人です。

◎登録するとどうなるの？
この制度では、申請にもとづき登録者の支援に必要

な情報をまとめた「個別計画」を自治会が作成し、そ

の情報を自治会長、民生委員・児童委員、避難支援者、

警察・消防機関、社会福祉協議会、市などが共有する

ため、登録希望者には、情報共有について同意いただ

くことが前提となります。

※すでに登録している人、自治会や支援者の人は、個

別計画の内容をご確認ください。変更などがありま

したらご連絡ください。（登録情報を更新します）

出前講座をご利用ください
「避難支援・見守り支えあい制度」をテーマに

した出前講座の申込みを受付けています。制度の

内容や個別計画の作成について説明します。問合

せ・申込みは社会福祉課まで。

制度の概要 
災害時要援護者 
・ひとり暮らしの高齢者 
・高齢者のみの世帯 
・重いしょうがいのある人 など 

【市・社会福祉協議会】 
台帳作成、必要な情報を 
共有 

登録申請 
情報共有の同意 

情報共有 

【自治会】 
　避難支援・見守り支えあい計画 
　 (個別計画)の作成 

台帳登録者 

自治会長 
◇見守り支援者 
◇避難支援者 
◇防災推進員 など 

民生委員・児童委員 
協力 

日ごろの見守り 
災害時の避難支援 

日ごろの見守り 
災害時の避難支援 

協力 
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報をお届けします！

「第67回長浜市美術展覧会」出展作品募集
【募集作品】洋画・写真・工芸・日本画・書・彫刻
【出品資格】長浜・米原市に在住、通勤、通学する人お

よび同市出身の学生(高校生以上)が制作し
た、未発表の創作(オリジナル)作品

【出 品 料】１点につき500円
【出品点数】１人につき（日本画・洋画・書）１点、

（写真・彫刻・工芸）３点まで
【申込み・搬入】８月８日(土)、９日(日)に申込書と出品料

を添えて右記まで搬入してください。
※出品申込書、作品票は市内各公民館等公
共施設にあります。

【展示会場】
長浜文化芸術会館(大島町)
【展示期間】
●第１期(日本画・書・彫刻)
８月22日(土)～27日(木)
●第２期(洋画・写真・工芸)
９月５日(土)～10日(木)

■問･申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団
〈長浜文化芸術会館内〉(7６３－７４００)

「第40回長浜市芸術文化祭」参加事業募集
芸術文化祭にふさわしい内容で、広く市民を対象とした市内開催の事業を募集します。
参加事業は実行委員会が作成するパンフレットに掲載します。
【と　き】８月22日(土)～12月27日(日) 
【申込み】７月５日(日)までに、公民館や文化施設にある申込書で下記まで。
■問･申長浜市芸術文化祭実行委員会事務局〈長浜文化芸術会館内〉(7６３－７４００）

藤岡幸夫 指揮 関西フィルハーモニー管弦楽団

リラックスコンサート　in 長浜
～夏の夕暮れの一時、リラックス空間へのいざない～
毎年恒例、チケット完売の人気事業。お早めにお求めください！
【日　時】８月２日(日)17時開演(16時30分開場)※ウェルカムコンサートは16時20分～
【会　場】長浜文化芸術会館 (大島町)
【曲　目】第１部「あの名シーンをもう一度」

舞踏会の美女(アンダーソン)、エデンの東(レナード･ローゼンマン:川上肇編)
ダイハード２(シベリウス／交響詩「フィンランディア」)ほか　

第２部 チャイコフスキー「交響曲第４番 へ短調 op.36」
【入場料】全席指定席 4,000円 ※未就学児入場不可

●一　般　発　売　６月20日(土) 10時から
●友の会優先発売　６月13日(土) 10時から　※友の会同時入会可

【発売所】長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、長浜サンパレス ほか
■問長浜文化芸術会館(7６３－７４００)

平成27年度 友の会 会員募集中
友の会に入会し、多彩で優れた舞台芸術や文化講座、スポーツイベントに参加しませんか。
【年 会 費】1,000円　　【有効期間】平成28年３月31日まで
【会員特典】①前売券の優先購入②イベントチラシの送付③助成券の発行(500円を２枚)
※その他、詳細は問合せください。
■問 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団 友の会事務局〈長浜文化芸術会館内〉(7６３－７４００)

(C)SHIN.YAMAGISHI

(C)HIKAWA

(C)SHIN.YAMAGISHI

大
通
寺
は
真
宗
大
谷
派
の
別
院
で
、

「
御
坊
さ
ん
」
の
愛
称
で
地
域
の
人
々

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は

重
要
文
化
財
の
本
堂
を
は
じ
め
と
し

て
、
数
多
く
の
文
化
財
建
造
物
が
軒
を

連
ね
、
歴
史
的
な
景
観
が
今
な
お
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

山
門
は
境
内
南
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
建

ち
、
二
階
建
て
で
高
さ
約
18
ｍ
に
も
及

ぶ
大
規
模
な
建
物
で
す
。
左
右
に
山
廊

さ
ん
ろ
う

（
山
門
の
二
階
へ
上
が
る
階
段
）
と
築つ

い

地じ

塀べ
い

が
附
属
し
ま
す
。
記
録
に
よ
る
と
、

文
化
５
年
（
１
８
０
８
）
に
ち
ょ
う
な

始
め
（
※
１
）
、
翌
６
年
に
地
つ
き
、

同
９
年
（
１
８
１
２
）
に
は
上
棟
し
て

い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
平
成
25
〜

26
年
に
実
施
さ
れ
た
修
理
の
際
に
、
文

政
７
年
（
１
８
２
４
）
の
年
号
が
刻
ま

れ
た
樋
（
現
在
も
再
利
用
）
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
は
一
階
部

分
を
通
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
部
材
に
残
さ
れ
た
墨
書
銘
か

ら
、
坂
田
郡
常
喜
村
、
犬
上
郡
裏
新
町
、

高
島
郡
船
木
村
の
大
工
に
よ
っ
て
建
築

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

一
階
は
桁
行
（
東
西
方
向
）
３
間

（
12
・
７
ｍ
）、
梁
間
（
南
北
方
向
）
２

間
（
７
・
６
ｍ
）
で
、
桁
行
の
柱
間
そ

れ
ぞ
れ
に
扉
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
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柱
間
上
部
に
は
、
唐
獅
子
や
龍
の
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
彫
刻
が
隙
間
な
く
飾
ら
れ

て
い
て
、
拝
観
者
の
目
を
引
き
付
け
ま

す
。
ま
た
柱
上
に
は
組
物
（
※
２
）
を

組
ん
で
、
外
側
へ
組
物
を
二
列
持
ち
出

す
二ふ

た

手て

先さ
き

組
物
に
よ
っ
て
、
深
い
軒
を

作
っ
て
い
ま
す
。

二
階
は
仏
の
空
間
で
非
公
開
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
部
は
、
中
央
後
方
寄
り

に
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

を
据
え
て
、
釈
迦
三
尊

し

ゃ

か

さ

ん

ぞ

ん

を
安

置
し
て
い
ま
す
。
天
井
に
は
、
山
縣

や
ま
が
た

岐ぎ

鳳ほ
う

に
よ
っ
て
極
彩
色

ご
く
さ
い
し
き

の
天
女

て
ん
に
ょ

奏
楽

そ
う
が
く

図ず

が

描
か
れ
、
華
や
か
な
空
間
が
創
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
柱
上
に
は
一
階
部
分
の
組

物
よ
り
も
さ
ら
に
一
列
多
く
持
ち
出
す

三
手

み

て

先さ
き

組
物
を
組
ん
で
、
さ
ら
に
深
い

軒
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
屋
根
の
荷

重
を
支
え
る
垂
木
は
、
中
心
か
ら
放
射

状
に
配
置
す
る
扇
垂
木

お
う
ぎ
た
る
き

が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

山
門
は
良
質
な
ケ
ヤ
キ
材
と
各
部
に

躍
動
感
の
あ
る
彫
刻
が
使
用
さ
れ
た
質

の
高
い
建
物
で
、
長
浜
市
の
み
な
ら
ず

滋
賀
県
を
代
表
す
る
重
要
な
歴
史
的
建

造
物
で
す
。

（
※
１
）
大
工
が
建
築
に
取
り
掛
か
る

時
の
最
初
の
儀
式

（
※
２
）
柱
上
で
軒
を
支
え
る
部
材

■問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
7
６
４
‐
０
３
９
５
）

シリーズ○
 50

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、447件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成27年１月１日現在

長浜市指定有形文化財

大通寺山門
附山廊　附築地塀（元浜町）

昭和63年３月 ８日　指定
平成23年３月30日　追加指定

▲二階　外部　三手先組物

▲大通寺山門　全景

▲二階　内部　天女奏楽図
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不用品交換情報
(５月12日現在)

ください（無料）
○大人用自転車○補助棒付き三輪車○地デ
ジ対応小型テレビ（14～16インチ）○本
棚○プレーナー（電気カンナ）○ピアノ○
大人用三輪車○ままごとセット○二槽式洗
濯機○大型冷蔵庫○まき割り用斧

ゆずってください（有料）
○大人用自転車○レーザーカラオケ○二槽
式洗濯機

あげます（無料）
○和だんす○ベッド用の柵（木製）○ミラ
ーボール○座卓○食器棚○整理だんす○洋
服だんす○事務用机と椅子○ソファー○ベ
ビーベッド○アコーディオンカーテン○子
ども用滑り台

ゆずります（有料）
○和だんす○ベビーベッド○米の保管庫○
窓用エアコン

※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、両者の話合いで
決定していただきます。

■問環境保全課(7６５－６５１３)

６月の税・料　　　市県民税　前納１期　　　国民健康保険料　前納１期　　　介護保険料　１期

【診療日】６月７日、14日、21日、
28日
７月５日、12日、19日、
20日、26日

【診療時間】９時～18時
【診療科】内科・小児科
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】宮司町1181－2
【電話番号】６５－１５２５
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
※電話番号はお間違えのないようご注
意ください。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
６・７月の診療日のお知らせ 【長浜地域】６月25日(木)18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】６月26日(金)18時～20時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】６月26日(金)19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】６月26日(金)18時～20時

虎姫時遊館（三川町）
【湖北地域】６月18日(木)18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】６月10日(水)13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】６月18日(木)15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）

【余呉地域】６月27日(土)10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】６月17日(水)13時～15時
西浅井公民館（西浅井支所内）

■問社会福祉課(7６５－６５３６)
市ホームページ「結婚支援」
で検索またはQRコード

※いずれの会場も提供できる情報は同じ
です。

※登録の有効期限は３年です。再登録を
希望する人は、各会場で申請をお願
いします。

結婚相談

近世城下町ふるさとまつり
【と　き】６月６日(土)・７日(日)
近世城下町は、活気あふれる現代都市のルーツ。

若き秀吉が初めて一国の主となった長浜で、城下町
の魅力あふれるイベントを開催します。

６日(土)
■長浜火縄銃大会～種子島・堺・彦根・国友から～
10時30分～12時(長浜城歴史博物館)
■武将パレード
13時30分～16時(中心市街地一帯)
■近世城下町まちづくり交流会
16時～18時(曳山博物館)

７日(日) 
■近世城下町まちづくり講演会
10時～12時(曳山博物館)
■城下町ふるさとまつりコンサート
13時30分～15時30分(曳山博物館)

両日とも
■楽市楽座＆秀吉バル
10時～(中心市街地一帯)

■問観光振興課(7６５－６５２１）

浅井B&G海洋センター
プールオープン

【と　き】６月13日(土)～８月30日(日) 
９時30分～16時20分

※７月１日以降は18時～20時50分も開設
※６月15・22・29日、７月６・13日(月)は休館
※50分毎に10分間の休憩を設ける。
【料　金】中学生以下100円、大人300円、

60歳以上200円。
※３歳未満・付添人無料。
※60歳以上は身分証明書などで年齢確認を行う。
※子ども用回数券(中学生以下) 500円(６枚綴り)
※子ども用回数券は１シーズン限り有効。
※身体障害者手帳、療養手帳または精神障害者保
健福祉手帳を提示した本人は半額。

【その他】利用者はスイミングキャップを着用。
小学３年生以下のお子さんの利用は保護
者または責任者の付き添いが必要。
6月14日(日)は「着衣泳＆プールdeカヌ
ー体験教室」実施のため12時30分から
の開場となります。

■問浅井B&G海洋センター(7７４－３３５５）



【と　き】６月25日(木)、26日(金)
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【受講料】5,000円
【定　員】100人(先着順)
【申込み】６月1日(月)～22日(月)に受

講料を添えて下記まで。
※土日祝日は除く。

【申込場所】長浜消防署(平方町)、東浅
井分署(五村)、伊香分署(木
之本町大音)ほか

■問湖北地域消防本部予防課
(7６２－５１９４)

【と　き】６月27日(土)14時～15時30分
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町）
【講　師】世森伸吾氏(魚万商店)ほか
【対　象】長浜・米原市内在住の人
【定　員】20人(初めての人優先)

応募多数の場合抽選。
【負担金】2,500円(当日徴収)
【申込み】６月1日(月)～15日(月)に電

話またはメールで下記まで。
■問･申長浜地方卸売市場(7６３－４０００）

nagasijo@mx.bw.dream.jp

認知症やしょうがいのある人が住み
慣れた地域で安心して生活が送れる
よう、その人の権利を守る仕組みで
ある成年後見制度の普及・啓発や相
談などの活動に従事するサポーター
の養成講座です。
【と　き】６月17日(水)～８月27日(木)

（全５回開催）
【ところ】市役所本庁舎３階 コミュ

ニティルーム（八幡東町）
【対　象】市内在住で20～70歳の人

※原則、全日程を受講できる人
【定　員】20人
【受講料】無料

【申込み】６月10日(水)までに下記まで。
■問･申長浜市社会福祉協議会地域福祉課
（7６２－１８０４）

認知症への理解を深め、脳の活性
化・予防効果を期待して楽しく元気
になれる各種講座にチャレンジ。
【と　き】７月～平成28年３月(毎月

１回程度)
【ところ】長浜公民館(高田町)
【内　容】フィットネスや歌唱、笑い

ヨガ、絵手紙、ディスコン
など10講座

【対　象】市内在住の50歳以上の人
【定　員】30人(先着順)
【受講料】1,500円(別途材料費)
■問･申 長浜公民館(7６２－１８０８)
※月曜、第1・３日曜、祝日は休館

トーナメント方式の大会です。
【と　き】６月28日(日)８時30分～

雨天時は7月５日(日)に
【ところ】神照運動公園(神照町)
【参加料】１チーム6,000円
【申込み】６月19日(金)までに下記まで。
■問･申長浜市ソフトボール協会　@森
(7６２－４１８１/5６２－４１８４)

【と　き】７月18日(土)
９時30分～13時30分
※雨天中止

【ところ】湖北公民館西駐車場（湖北
町速水）

【募集数】44ブース
※申込多数の場合抽選

【出店料】500円(1人１ブース)

【申込み】６月14日(日)までに往復ハ
ガキに郵便番号、住所、氏
名、出店内容、連絡先を書
いて下記まで。(必着)

■問･申湖北公民館（7７８－１２８７）
〒529-0341湖北町速水2745
※水曜・祝日休館

【と　き】７月26日(日)、８月16日(日) 
【内　容】SL北びわこ号車内で記念乗

車証を配布します。
【対　象】米原・長浜市内の小学生(保

護者同伴)で、身長110cm～
140cmの人

【募集人数】８人(各日４人・応募多数
の場合抽選)

【締　切】６月15日(月)
■問･申鉄道を活かした湖北地域振興協
議会事務局〈観光振興課内〉(7６
５－６５２１/5６４－０３９６)

【試験区分】事務、技術、農業土木、林業
【対　象】①平成27年4月１日におい

て高等学校または中等教育
学校を卒業した日の翌日か
ら起算して２年を経過して
いない人および平成28年３
月までにこれらを卒業見込
みの人。②人事院が①に掲
げる人に準ずると認める人。

【申込期間】インターネット６月22日
(月)～７月１日(水)
※郵送・持参は６月24日
(水)まで。

【試験日】９月６日(日)
【会　場】京都市、大阪市ほか
※詳しくはホームページ「国家公務
員試験採用情報NAVI」で。

■問人事院近畿事務局
(7０６－４７９６－２１９１)
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６月22日(月)～７月10日(金)
労働保険(労災・雇用)の年度更新手
続きは、平成26年度の確定保険料と
平成27年度の概算保険料・一般拠出
金を自主的に申告・納付していただ
く大変重要な手続きです。相談会お
よび申告書の受付を開催します。
【と　き】６月22日(月)、７月３日(金)

９時30分～16時
【ところ】長浜商工会議所(高田町)
■問彦根労働基準監督署
（7０７４９－２２－０６５４）

外国人対象の浴衣着付け教室開催の
ため、不要になった浴衣などをお譲
りください。寄付して頂いたものは
参加者にプレゼントします。
【寄付を募っているもの】
ゆかた(女性用・子ども用で紺色以
外。ピンクやオレンジを希望)、帯、
腰ひも、伊達締め。
【期　間】６月30日(火)までに下記へ。
■問長浜市多文化共生・国際文化交流ハ
ウスGEO(ジオ)（7６３－４４００）
※木曜日・祝日の翌日は休館

古文書、火縄銃などを展示し、戦国
時代の鉄砲の役割と湖北地方の関わ
りを紹介。
【と　き】６月９日(火)～７月５日(日)
【ところ】浅井歴史民俗資料館(大依町）
【入館料】大人300円、小中学生150円
※長浜・米原市内の小中学生は無料

■問浅井歴史民俗資料館(7７４－０１０１）
※月曜日、祝日の翌日は休館

【と　き】６月13日(土)14時30分～
【ところ】近江孤蓬庵(上野町）
【演奏者】鳴尾牧子氏、山本敦子氏、

重松涼子氏
【定　員】70人(先着順)
【参加費】500円(当日支払い)
【申込み】電話またはFAXで下記まで。
■問･申五先賢の館(7７４－０５６０/

5７４－０９１０）※水曜休館。

【と　き】６月13日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町）
【内　容】特売セール、福引抽選会(空

くじなし）、うどん・そば・
おにぎり・いなり寿司コーナ
ー、青果・鮮魚販売コーナー

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００) 

【と　き】６月20日(土)11時～14時
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町）
【内　容】マグロの解体・販売、青果

物の販売・模擬セリ、お楽
しみ抽選会、関連店舗特売
セールほか。

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００) 

【と　き】６月20日(土)10時～12時
【ところ】県立長浜高等養護学校 (平

方町)
【販売商品】各種花苗、木製プランター、

テラコッタ鉢、布製消臭シ
ューズキーパーなど

※商品持ち帰り用の袋などをお持ち
ください。

■問県立長浜高等養護学校
(7６２－０９３０）

鍛冶で栄えたまち「鍛冶屋町」。鍛冶
体験やワークショップ、刀鍛冶によ
る鍛錬の実演、冒険遊び場など楽し
いイベントが盛りだくさん。
【と　き】６月20日(土)10時～17時

６月21日(日)10時～16時
【ところ】坐外堂、まんよ鍛冶小屋

（鍛冶屋町）
■問とんてんかん鍛冶屋実行委員会
（7０８０－３８４７－４３６３）

健康はお口から！
【と　き】６月21日(日)10時～16時
【ところ】長浜文化芸術会館(大島町)
【内　容】ポスター展、フッ化物塗布

(無料)、歯磨き個別指導、石
こう模型の色ぬり、クイズ、
ちびっこ薬剤師体験など

■問大音歯科医院(7８２－２２３０)

親子で楽しく体を動かしましょう。
【と　き】６月12日(金)

９時45分集合
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【講　師】NPO法人日本YOGA連盟　　

平野　芳恵氏
【対　象】親子ならどなたでも
【定　員】15組(先着順)
【参加費】１組500円
【持ち物】飲み物、お子さんとお出か

けの際に必要なもの
【申込み】事前に下記まで。
■問･申 Heart Train dai～dai～　村山　
（7０９０－４０３８－８８９９）

daidai.risa@gmail.com

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

◆市民ソフトボール大会参加チーム募集
◆国家公務員採用一般職試験(高卒者)

◆ふな寿しの漬け方教室

◆親子ヨガ教室

◆甲種防火管理(新規)講習会

◆労働保険年度更新の手続きを
お願いします

◆ゆかた寄付のお願い

◆浅井歴史民俗資料館　企画展
「鉄砲伝来と湖北」

◆きゃんせ土曜市

お知らせ

催　し

講座・教室

◆二胡、革胡、揚琴　演奏会

◆市場開場25周年記念大売出し

◆県立長浜高等養護学校　夏の販売会

◆とんてんかんin鍛冶屋2015

◆湖北口腔保健フェスティバル

募　集

Eメール 

5,000

◆成年後見・権利擁護サポーター
養成講座開催

◆フリーマーケットinこほく
出店者募集

◆SL北びわこ号20周年記念事業
一日車掌募集！

◆「脳も体も元気でい隊」
養成大学　受講生募集

Eメール 



まちの

人口
平成27年５月１日現在　　　人口　121,477人　　　男　59,357人　　　女　62,120人　　　世帯数　44,660世帯

平成27年４月中の異動　　　転入　338人　　　転出　390人　　　出生 84人　　　死亡 90人　　　婚姻 44件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（7６５－６５０４）まで申込みください。
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野瀬町にある浅井東診療所。「『おば
あちゃんも診られる小児科医、お母さ
んの相談ができる小児科医になりたい』
がスタートでした」と笑顔で語るのは、
院長の松井善典さん。
医大生の頃から地域医療を志し、ど

こで学べば理想とする医者になれるの
か探していたといいます。そして卒業
後、当時日本では新しい分野だった
「家庭医」の道を歩むために北海道へ。
医学生のほとんどが大学病院勤務を選
択する中、わき道を歩いている気がし
て不安に思ったこともありました。し
かし、その後10年あまりで家庭医は大
きく注目され、今ではその先駆者とも
いえる存在です。
家庭医とは、地域の人のことをよく

知る“昔ながらのまち医者”のような

存在。高度な医療ではなく、『痛くて困
る』『病院にいくほどではないが心配』
など、ちょっとしたことに対応する身
近な医療はたくさんあります。「その人
を知るからこそできる声かけや手当て
がある」と松井さん。「病院と違い、診
療所では長い付き合いになるので、人
の営みの中に医療が入っていける。病
気だけでなく、その人の人生、おかれ
ている環境、そして本人の思いや悩み
も踏まえた医療を提供できる」と家庭
医のメリットを語ります。
今なぜ家庭医が求められるのか。松

井さんは、その背景の一つとして地域
や家庭内で人との関わりが希薄化して
いることを指摘します。「コミュニティ
の変化の中で地域医療を行うためには、
関係の結び直しが必要な場合もある。

看取りの時など、患者の苦痛や不安を
取るために家族の間に入っていくこと
もある」とその難しさをあげながらも、
いかに人の暮らしの中に入って医療が
できるか、そこに奥深さややりがいを
感じていると目を輝かせます。
「暮らしの中での医療はごく脇役だ

が、ないと困るもの。地域を守るイン
フラとして持続していくことが大切。
まだ生まれたての診療所。地域との関
係を丁寧に作り上げていきたい」と意
欲を燃やします。
「地域に入って多くの人に出会い、

診察室でいろんな悩みを聞いてきたこ
とはケアの資源。一冊の辞書のように
役立てたい」と優しい眼差しで語る様
子はまさに“昔ながらのまちのお医者
さん”でした。

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

おじいちゃんおばあちゃん、大きいおばあち

ゃん近所のおばちゃん、周りのみんないつも

僕達を応援してくれてありがとう。

大
澤
　
逸
平

い
っ
ぺ
い

く
ん
　
（
平
成
21
年
１
月
生
ま
れ
）（
右
）

到と
う

将ま

ち
ゃ
ん
（
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ
）（
左
）

（
平
方
町
）

車と時計が好きな陽平くん0

おにいちゃんが大好きです。

いつまでも仲良くね！

撮影場所：草野川（野瀬町）
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